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究推進と記録・保護を目的として，90 の碑銘について 2009 年にインターネット上にデータベ
ースを作成し(1)，2012 年にはカタログ［Тыбыкова et al. 2012］の公刊を行うという大きな成果
を残している． 
このように，日本ではそれほど知られていない(2)アルタイ共和国のルーン文字碑銘ではある
                                                                                                                                                                          
* SAITO Shigeo. 日本学術振興会特別研究員 PD（早稲田大学，教育・総合科学学術院） 
(1) “Памятники Рунического Письма Горного Алтая” (http://www.altay.uni-frankfurt.de/)．ロシア語版と英語
版があり，各碑文の GPS データと簡単な解説・試釈が掲載されている． 
(2) 日本におけるアルタイ碑銘群の研究として，大澤 2015 を挙げておく． 














論文① Gleb V. Kubarev, “Vladimir Dmitrievič Kubarev: Biographical Sketch (14.08.1946–
08.05.2011)”「Vladimir Dmitrievič Kubarev：略伝」： ロシアの内陸アジア考古学者であり，シ
ンポジウム直後の2011年5月に急逝したVladimir Kubarev 氏の研究と主要な業績について，そ
の子息である著者が紹介する．本稿のみシンポジウムの内容に基づかない寄稿文である． 





論文③ Ryzbek Alimov, “Some Advancements to the Decipherment of the Sign  in the Tien 
Shan Turkic Runic Inscriptions”「天山トルコ・ルーン銘文における文字  の解読の進展」： 
天山地域のタラスやコチコルで見られる「天蓋付き（sign with a canopy）」と呼ばれる文字の音
価を考察．γ 説，前舌 r 説，前舌 b 説などを退け，ñ（??）字を90度傾けた形の字と考えた上
で，イェニセイ碑文で ñ やその異体字が nč として読まれる場合があることから，この字の
音価も nč であろうとする3． 
論文④ Marcel Erdal, “Did the Old Turkic Writing System have Syllabic Characters?”「古代
トルコ語の書写システムは音節的性格を有したのか？」： 従来音節文字と見なされてきた 
uQ や ük，ïQ などが母音を伴うのはむしろ特殊な場合であり，通常は子音のみの音価と想定
すべきであること，それゆえに t ü r ük と書かれていても türük ではなく türk と読むべきで
あることなどを述べて，ルーン文字がもともと音節的な書写システムを有していたとする説を
否定する． 
                                                                                                                                                                          
(3) 本稿におけるルーン文字の翻字・再建は，森安，他［2009, pp. 7–8］の方式に従う． 
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論文⑤ Toshio Hayashi, “Illig Qaγan or Illik Qaγan? A Small Inscription on a Roof Tile”「イ
ルリグ・カガンか，イルリク・カガンか？屋根瓦上の小銘文」： モンゴル国ホヴスグル県に
あるツェツェーフ遺跡から発見された，ルーン文字が刻まれた屋根瓦に対する考察．屋根瓦に
は ?? ?? ?? ??（i l l k / illik)と刻まれており，これを突厥第一可汗国の初代伊利可汗もしくは第6代
沙鉢略可汗の名を意味すると考えて，第二可汗国期における祖先祭祀の結果ではないかと推測
する．なお，本稿の内容は林［2005, pp. 80–83］に基づいている． 


























論文⑩ Irina Nevskaya, “Some Orthographic Features of Altai Inscriptions”「アルタイ碑銘の
正書法的諸特徴」： アルタイ地方で用いられるルーン文字の字形と正書法的特徴を考察．後














論文⑬ Takashi Ōsawa, “The Problem and Cultural Background of Runic Mirror Scripts of 




論文⑭ Volker Rybatzki / Hu Hong, “The Ïrq Bitig, the Book of Divination: New Discoveries 















                                                                                                                                                                          
(4) p. 113 では 10～13 世紀とするが，p. 116 では 10～14 世紀としている． 




論文⑰ Larisa N. Tybykova / Alexandra T. Tybykova, “Documentation and Research on Old 



































































ウイグル文書に見られる tözü が使われている例も挙げている． 
これらの反論に対する答えとして，Erdal［p. 43］は一部のイェニセイ碑文についてはオル
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